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人

事
　
（
同
意
、
選
挙
）

・
公
平
委
員
会
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　　

→
佐
々
木
功
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

・
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
［
選
挙
管
理
委
員
］

　　

→
亀
井
一
彦
氏
、
武
山
萬
氏
、
今
野
一
氏
、
阿
部
紀
代
子
氏

　　
　

が
当
選

　
［
補
充
員
］

　　

→
鈴
木
瑞
彦
氏
、
髙
橋
真
由
美
氏
、
安
藤
司
氏
、
小
林
賢
氏

　　
　

が
当
選

　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
石
巻
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

条
例
や
補
正
予
算
な
ど
17
件
を
可
決

条

例
　
（
原
案
可
決
）

・
石
巻
市
桃
生
地
区
小
中
一
貫
教
育
基
本
構
想
審
議
会
条
例

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
石
巻
市
介
護
保
険
料

の
減
免
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
石
巻
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
及
び
石
巻
市
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
石
巻
市
議
会
議
員
及
び
石
巻
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
及
び
石
巻
市
議
会
議
員
及
び

石
巻
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ
の
作
成
の
公
費
負
担
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
議
会
議
員
及
び
市
長
等
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
長
等

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
６
月
10
日
か
ら
26
日
ま
で
の
17
日
間
の
日
程

で
開
催
し
、
市
長
提
出
議
案
14
件
、
人
事
案
件

２
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
を
審
議
し
た
結

果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

予

算
　
（
原
案
可
決
）

・
令
和
７
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
令
和
７
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
令
和
７
年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

そ
の
他
　
（
原
案
可
決
）

・
工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

　
（
牡
鹿
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
空
調
・
換
気
設
備
改
修
工
事
）

　
（
東
中
瀬
橋
橋
梁
上
部
工
新
設
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
（
東
中
瀬
橋
橋
梁
下
部
工
新
設（
そ
の
３
）工
事
）

・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

・
物
損
事
故
の
和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

・
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

令和７年
第２回定例会

西條正昭副議長

遠藤宏昭議長

委
員
会
提
出
議
案
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◆石巻市桃生地区小中一貫教育基本構想審議会条例
　桃生地区においては、本年３月に３小学校を閉校し、４月に新生の桃生小学校が開校したところであるが、令
和５年４月に中津山第一小学校、中津山第二小学校および桃生小学校のＰＴＡ会長の連名によるもののほか、本
年１月に桃生地区まちづくり委員会から要望書が提出され、将来的なさらなる少子化を見据え、小学校と中学校
が一体となった小中一貫教育の推進が桃生地区の保護者および地域住民から求められている。
　このため、教育委員会の諮問に応じ、桃生地区における小中一貫教育の導入および推進に関する基本構想につ
いて調査審議する石巻市桃生地区小中一貫教育基本構想審議会を設置するため、本条例を制定するもの。
◆新型コロナウイルス感染症に伴う石巻市介護保険料の減免に関する条例を廃止する条例
　新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の死亡、重篤な傷病を負った方または主たる生計
維持者の事業収入が減少した方に対して、新型コロナウイルス感染症に伴う石巻市介護保険料の減免に関する条
例により、介護保険料の減免を行ってきたが、条例の適用期間および介護保険料の更正の時効期間が経過したこ
とに伴い、本条例を廃止するもの。

可決した補正予算から

◆総務費では
・集会所建設費補助およびコミュニティ助成（宝く
じ助成）事業に要する経費� １，９２３万円
・参議院議員通常選挙執行費の法改正に伴う報酬お
よび県通知によるポスター掲示板区画数の変更に
要する経費� ７２９万円

◆民生費では
・就学前教育・保育施設整備交付金の内示に伴う民
間保育所建設事業に要する経費
� ３億９，１０６万円
・なかよし保育園園舎建替に伴う併設予定の子育て
支援センターの開設に要する経費
� １，８１９万円
・釜地区第二・第三放課後児童クラブ室の整備に要
する経費� １，０５５万円

◆農林水産業費では
・水産物供給基盤機能保全事業費補助金の内示に伴
う排水処理施設の機能保全に要する経費
� ２億１，８００万円
・農山漁村地域整備交付金等の内示に伴う漁港施設
の改良、機能強化に要する経費
� ２億７，９００万円

・水産物供給基盤機能保全事業費補助金等の内示に
伴う漁港施設の機能保全に要する経費
� ２億３，７５０万円
◆商工費では
・文化芸術振興費補助金の内示に伴う石ノ森萬画館
の常設展示改修に要する経費� ９，２００万円
◆土木費では
・道路メンテナンス事業費補助金の内示に伴う事業
費の予算措置� ６億９，８００万円
・山崎馬鞍線道路改良事業費（中島工区）の社会資
本整備総合交付金の内示に伴う事業費の予算措置
� ６，３５０万円
・防災・安全交付金の内示に伴う事業費の予算措置
　（三輪田線ほか２路線）� １億９，８８４万円
◆消防費では
・新しい地方経済・生活環境創生交付金の交付決定
に伴う指定避難所の環境整備および全国瞬時警報
システム（Ｊアラート）の新型受信機整備に要す
る経費� １，９３３万円
◆教育費では
・前谷地小学校屋内運動場の改築に要する経費
� ４，９９０万円

第２回定例会で可決した議案の中から主な内容を紹介します

可決した条例から

　令和７年度石巻市一般会計補正予算（第１号）は、桃生地区の小中一貫教育基本構想策定に要する経費や、補助
内示に伴う民間保育所建設事業費補助金のほか、社会資本整備総合交付金等により実施する各種事業費などの所要
額を措置したもの。
　また、（仮称）桃生こども園建設事業のほか、前谷地小学校屋内運動場改築事業などについて、債務負担行為を
設定したもの。
　令和７年度石巻市一般会計補正予算（第２号）は、国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部改正
に伴う参議院議員通常選挙および宮城県知事選挙の報酬などの所要額を措置したもの。
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各
常
任
委
員
会
審
査
報
告

条
例
・
補
正
予
算
審
査

　
　
　
　

部
分
休
業
制
度
等
の
職
員
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

休
暇
制
度
や
手
当
等
が
分
か
り
や

す
い
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、

職
員
ま
た
は
配
偶
者
の
妊
娠
・
出
産
等
の
申

出
時
に
お
け
る
細
や
か
な
説
明
、
職
員
用
の

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
へ
の
掲
載
等
に
よ
り
、
周

知
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
小
中
一
貫
教
育
に
お
け
る
教
育
委

員
会
の
基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
小
中
連

携
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
第
一
に
、
教
育
の
連
携
や

合
同
行
事
の
実
施
な
ど
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
小
中
一
貫
校
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　

学
習
面
に
お
い
て
は
、
９
年
間
系

統
的
、
継
続
的
な
学
習
に
よ
っ
て
独

自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、
教
育
効
果

が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
生
活
面
に
お

い
て
は
、
幅
広
い
学
年
が
交
流
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
思
い
や
り
の
心
や
規
範
意
識
、
憧

れ
の
気
持
ち
な
ど
の
醸
成
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

令
和
５
年
か
ら
３
小
学
校
統
合
の

要
望
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
小
中
一
貫

教
育
の
推
進
も
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
調

　
　
　
　
前
谷
地
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築

事
業
費
の
バ
ス
借
上
料
の
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

改
築
工
事
期
間
は
屋
内
運
動
場
が

使
え
な
い
こ
と
か
ら
、
体
育
の
授
業

や
行
事
の
際
に
、
学
校
と
遊
楽
館
の
区
間
を

送
迎
す
る
た
め
の
バ
ス
借
上
料
で
あ
る
。

　
　
　
　
桃
生
地
区
小
中
一
貫
教
育
基
本
構

想
策
定
支
援
業
務
を
委
託
す
る
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
役
割
、
支
援
業
務
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

各
種
資
料
の
取
り
ま
と
め
や
、
先

進
的
事
例
の
情
報
収
集
、
基
本
構
想

と
し
て
の
冊
子
の
取
り
ま
と
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
宝
く
じ
文
化
公
演
事
業
委
託
料
お

よ
び
宝
く
じ
文
化
公
演
負
担
金
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

宝
く
じ
の
貢
献
広
報
事
業
へ
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
事
業

と
し
て
、
委
託
料
は
、
チ
ケ
ッ
ト
の
売
り
さ

ば
き
や
当
日
の
運
営
等
を
委
託
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

負
担
金
は
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
支
払

う
出
演
料
や
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
作
成
費
用

等
に
充
当
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
チ
ケ
ッ
ト

売
払
収
入
の
半
額
を
負
担
金
と
し
て
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
に
支
払
う
も
の
で
あ
る
。

　

６
月
11
日
の
本
会
議
で
、
条
例
や
補

正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
各

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
こ
と
の

中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
質
疑
と
答
弁
の

要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

山口荘一郎　委員長

石
巻
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
及
び
石
巻
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

石
巻
市
桃
生
地
区
小
中
一
貫
教
育
基
本
構

想
審
議
会
条
例

令
和
７
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
　
　
　

育
児
の
部
分
休
業
の
取
得
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

令
和
７
年
５
月
時
点
で
男
性
３
名
、

女
性
47
名
、
計
50
名
が
取
得
し
て
い

る
。

　
　
　
　

公
共
交
通
利
用
促
進
情
報
発
信
業

務
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

石
巻
専
修
大
学
に
事
業
を
委
託
し
、

当
大
学
の
既
存
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用
の
上
、
学
生
が
写
真

や
動
画
の
撮
影
、
編
集
、
記
事
の
投
稿
を
行

う
内
容
で
あ
り
、
若
者
の
感
性
で
公
共
交
通

の
利
便
性
や
本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

で
、
公
共
交
通
の
必
要
性
や
理
解
の
醸
成
な

ら
び
に
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

防
災
啓
発
冊
子
作
成
業
務
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
は
、
行
政
と
し
て
の
災

害
対
応
記
録
や
検
証
の
冊
子
を
作

成
し
て
い
た
が
、
本
業
務
に
お
い
て
は
、
発

災
か
ら
１
週
間
程
度
の
公
助
が
届
か
な
い
期

間
の
自
助
、
共
助
の
経
験
と
教
訓
を
ま
と
め
、

災
害
時
の
行
動
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
Ａ

４
判
、
20
ペ
ー
ジ
程
度
の
冊
子
を
作
成
す
る

内
容
で
あ
り
、
視
察
対
応
や
イ
ベ
ン
ト
で
の

配
布
等
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

す
る
。

千葉正幸　委員長

査
や
検
証
を
行
っ
て
き
た
。

令
和
７
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

総
務
企
画
委
員
会

環
境
教
育
委
員
会

YouTube

YouTube
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保
健
福
祉
委
員
会

　
　
　
　

災
害
用
備
品
等
購
入
費
の
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

指
定
福
祉
避
難
所
の
備
品
と
し
て
、

簡
易
ベ
ッ
ド
40
台
、
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
10
台
を
購
入
す
る
経
費
で
あ
る
。
ま
た
、

備
品
を
設
置
す
る
指
定
福
祉
避
難
所
は
、
高

齢
者
お
よ
び
障
害
者
等
の
２
次
避
難
先
と
な

る
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　
　
　
　

釜
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
新

設
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
学
校
の
既

存
施
設
を
使
用
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、

25
名
の
待
機
児
童
が
解
消
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　

令
和
８
年
度
か
ら
は
図
工
室
を
借

用
し
て
待
機
児
童
を
解
消
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
　
　
　

生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委

託
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

生
活
保
護
の
基
準
改
定
お
よ
び
被

保
護
者
調
査
の
項
目
変
更
に
伴
う

改
修
業
務
で
あ
る
。

　
　
　
　

条
例
廃
止
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

介
護
保
険
料
を
更
正
で
き
る
２
年

の
期
間
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、

条
例
を
廃
止
す
る
。

　
　
　
　

県
内
各
自
治
体
の
動
向
と
、
該
当

者
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

女
川
町
は
、
国
民
健
康
保
険
税
と

合
わ
せ
て
３
年
後
に
実
施
し
、
東

松
島
市
は
、
廃
止
に
向
け
て
調
整
し
て
い
る

と
伺
っ
て
お
り
、
今
後
の
周
知
方
法
に
つ
い

て
は
、
令
和
５
年
度
、
令
和
６
年
度
は
保
険

料
を
通
常
ど
お
り
課
税
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

周
知
は
特
に
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
文
化
財
ガ
イ
ド
ボ
ー
ド
等
整
備
事

業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

宮
城
電
鉄
駅
跡
や
仙
北
軽
便
鉄
道

跡
の
旧
石
巻
線
駅
舎
、
旧
内
海
橋
、

旧
石
巻
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
会
堂
の
文
化

財
の
説
明
板
４
基
、
旧
石
巻
ハ
リ
ス
ト
ス
正

教
会
教
会
堂
、
旧
観
慶
丸
商
店
へ
誘
導
す
る

案
内
板
３
基
、
計
７
基
を
設
置
す
る
。

　
　
　
　

道
路
ス
ト
ッ
ク
長
寿
命
化
事
業
費

の
補
修
設
計
お
よ
び
点
検
業
務
の

対
象
箇
所
と
箇
所
数
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

補
修
設
計
は
河
北
地
区
の
味
噌
作

橋
、
桃
生
地
区
の
金
田
２
号
橋
な

ら
び
に
大
橋
地
区
の
住
吉
跨
線
橋
、
北
上
地

区
の
相
川
ト
ン
ネ
ル
の
４
カ
所
、
点
検
業
務

の
箇
所
数
は
橋
り
ょ
う
全
８
７
３
橋
中
、
１

７
３
橋
で
あ
る
。

　
　
　
　

都
市
計
画
道
路
網
再
検
討
業
務
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

路
線
を
整
備
す
る
優
先
順
位
の
検

討
や
長
期
未
着
手
路
線
の
廃
止
・

変
更
を
含
め
た
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
国
の
街
路
交
通
調
査
費

補
助
金
を
活
用
し
、
見
直
し
対
象
路
線
の
検

証
評
価
、
代
替
道
路
の
有
無
、
見
直
し
対
象

路
線
廃
止
に
伴
う
交
通
へ
の
影
響
や
各
種
計

画
と
の
整
合
、
問
題
点
の
整
理
等
を
行
う
内

容
で
あ
る
。

　
　
　
　

民
間
建
築
物
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
除
却
等
事
業
費
補
助
金
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

昭
和
31
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
に

施
工
さ
れ
た
民
間
建
築
物
の
う
ち
、

店
舗
や
集
会
場
と
し
て
不
特
定
多
数
が
利
用

す
る
建
築
物
で
、
延
べ
面
積
３
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
非
木
造
建
築
物
を
対
象
と
す

る
。

　

ま
た
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査

費
は
、
補
助
率
10
分
の
10
で
、
25
万
円
を
上

限
に
、
除
却
工
事
費
は
、
補
助
率
３
分
の
２

で
、
１
２
０
万
円
を
上
限
に
、
そ
れ
ぞ
れ
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
事
業
費

補
助
金
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基

づ
き
策
定
し
た
地
域
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
た
担
い
手
に
対
し
、
農
地
引
き
受

け
等
に
必
要
な
農
業
用
機
械
設
備
等
の
導
入

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
今

回
は
二
俣
地
区
が
採
択
さ
れ
、
ト
ラ
ク
タ
ー

の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
や
農
薬
等
を
散
布
す
る

機
械
な
ど
の
導
入
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

漁
港
施
設
改
良
事
業
費
の
工
事
箇

所
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

新
山
漁
港
で
防
波
堤
の
延
伸
、
長

面
漁
港
で
し
ゅ
ん
せ
つ
土
砂
処
分

工
、
前
網
漁
港
で
船
揚
げ
場
改
良
工
お
よ
び

漁
港
は
し
ご
の
増
設
・
延
伸
、
折
浜
、
谷
川

な
ら
び
に
小
網
倉
、
長
渡
の
４
漁
港
で
漁
港

は
し
ご
の
増
設
・
延
伸
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

創
業
者
持
続
化
事
業
費
補
助
金
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

創
業
者
の
持
続
的
発
展
を
目
的
に
、

Ｉ
Ｔ
導
入
、
販
路
開
拓
・
拡
大
、

省
力
化
ま
た
は
省
人
化
の
取
り
組
み
に
要
す

る
経
費
の
２
分
の
１
で
、
１
０
０
万
円
を
上

限
に
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
創
業
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
従
業

員
数
20
人
以
下
な
ど
、
指
定
す
る
従
業
員
数

の
要
件
を
満
た
し
、
国
が
認
定
す
る
特
定
創

業
支
援
等
事
業
で
あ
る
創

業
開
成
塾
の
受
講
証
明
を

受
け
た
者
を
対
象
と
し
て

い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
石

巻
市
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

令
和
７
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

令
和
７
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

鈴木良広　委員長

星雅俊　委員長

産
業
建
設
委
員
会

YouTube

YouTube
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一般質問通告一覧（質問順）
⑫阿部　正春　（無会派）
１　空き家対策について
２　市街地の公共交通について

⑬髙橋　憲悦　（石巻市民クラブ）
１　「持続可能なまち」を実現するための実践について

⑭宇都宮　弘和　（石巻颯の会）
１　三陸沿岸道路について
２　石巻市の海岸美化について
３　投票率について

⑮都甲　マリ子　（日高見会）
１　少子化対策について

⑯渡辺　拓朗　（公明会）
１　石巻市環境審議会答申について
２　超高齢社会の補聴器について
３　産業振興について

⑰櫻田　誠子　（公明会）
１　骨髄ドナー休暇制度の普及啓発について
２　動物愛護について
３　磯焼け対策について

⑱原田　　豊　（石巻あかつきの会）
１　保育所での給食提供について
２　青葉、新下前沼地区の雨水対策について
３　釜大街道線の安全対策について

⑲阿部　正敏　（石巻颯の会）
１　地区防災計画の進め方について
２　学校における地区防災計画の進め方について
３　地区防災計画における地域と市の情報の共有について

⑳谷　　祐輔　（石巻颯の会）
１　石巻市のシティプロモーションの深化に向けた取組みに
ついて

㉑阿部　久一　（ニュー石巻）
１　災害援護資金貸付について
２　二地域居住推進について

㉒後藤　兼位　（石巻颯の会）
１　行財政運営について

①阿部　和芳　（日高見会）
１　市長の政治姿勢について

②早川　俊弘　（ニュー石巻）
１　下水道事業経営戦略について
２　25年春の就職状況について

③木村　美輝　（石巻あかつきの会）
１　災害危険区域の設定について
２　原子力防災訓練の実施検証について
３　火災発生時の防災行政無線の運用終了について
４　当初予算について

④阿部　浩章　（ニュー石巻）
１　本市における稼ぐ力の持続的発展について

⑤齋藤　澄子　（無会派）
１　アイトピア通り渋滞緩和について
２　石巻市図書館について
３　乾式貯蔵施設建設について

⑥千葉　正幸　（ニュー石巻）
１　空き家について
２　選挙の投票時間について
３　有害鳥獣対策について
４　桃生産業団地について

⑦星　　雅俊　（日高見会）
１　津波避難計画について
２　石巻市総合運動公園陸上競技場基本計画策定について

⑧楯石　光弘　（日高見会）
１　新たな時代の公民館と本市の将来像について
２　協同組合の価値と振興について

⑨我妻　久美子　（石巻颯の会）
１　須江における火力発電所設置事業について

⑩鈴木　良広　（公明会）
１　本市で発信された熊の出没情報について
２　地域コミュニティ形成の課題について

⑪佐藤　雄一　（無会派）
１　イスラム教土葬墓地問題について
２　ワクチンとその危険性について
３　教科書の採択について
４　オーガニックについて

議員22人が登壇

市政を問う!
一 般 質 問 　第２回定例会の一般質問は、22人の議員が

市政全般にわたり市当局の見解をただし、政策
提言を行いました。
　その中から、いくつかの質問と答弁の要旨を
紹介します。
　なお、このコーナーは質問を行った議員自ら
が、市当局の答弁に基づき記事の編集を行って
います。
　議論の様子は、録画映像でもご覧になれます。
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一般質問
問　
石
巻
市
長
選
挙
は
新
市
発
足
後
で
過
去
最
低
の
36
・
91
％
と

な
っ
た
。
今
回
か
ら
投
票
区
と
投
票
所
の
再
編
を
行
い
、
こ
れ

ま
で
の
１
０
５
投
票
所
か
ら
79
投
票
所
に
削
減
、
有
権
者
数
や

地
域
の
広
さ
に
応
じ
て
投
票
所
を
新
設
・
廃
止
に
し
て
い
る
が
、

影
響
は
な
か
っ
た
の
か
。
結
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答　

期
日
前
投
票
所
の
新
設
や
移
動
式
期
日
前
投
票
バ
ス
運
行
な

ど
ア
ク
セ
ス
向
上
策
を
導
入
し
、
こ
れ
ら
の
措
置
で
期
日
前
投

票
の
利
用
増
加
や
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
配
慮
、
職
員
の
効

果
的
な
配
置
を
し
た
。
影
響
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
若
年
層
の
投
票
率
向
上
や
「
家
族
で
選
挙
に
行
こ
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
な
ど
全
国
事
例
に
倣
い
、
新
た
な
策
の
実
施
と
市
長

の
「
オ
ー
ル
石
巻
」
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

答　

先
進
事
例
を
参
考
に
、
投
票
率
向
上
に
努
め
る
。

問　
投
票
立
会
人
の
負
担
を
軽
減
し
、
職
員
の
時
間
外
手
当
を
削

減
す
る
狙
い
が
あ
る
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
に
つ
い
て
、
市
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
の
判
断
で
、
終
了
時
間
を
４
時
間
ま
で
繰

り
上
げ
ら
れ
る
が
、
働
き
方
改
革
を
含
め
、
繰
り
上
げ
投
票
を

来
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
実
施
す
べ
き
。

答　

宮
城
県
内
７
割
で
実
施
し
て
い
る
の
で
、
本
市
も
影
響
を
鑑

み
、
適
切
な
時
期
に
十
分
な
周
知
期
間
を
お
い
て
実
施
し
て
い

く
。

問　
公
約
・
所
信
表
明
の
中
か
ら
、
人
口
減
少
に
対
し
て
は
４
年

前
か
ら
毎
年
約
２
千
人
の
人
口
減
少
が
続
き
、
具
体
的
施
策
の

実
施
を
願
う
。
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
参
考
に
、
コ
ン

サ
ル
頼
み
が
目
立
っ
て
い
る
。
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
各
種

事
業
に
取
り
組
む
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
覚
悟
が
必
要
だ
。

宮
崎
市
の
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
コ
ン
サ
ル
を
入
れ
ず
に
、

徹
底
し
た
議
論
で
実
現
し
て
い
る
。
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
と

ブ
レ
な
い
政
策
を
願
う
。

阿部　和芳
議員

日高見会

下
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
つ
い
て

問　
将
来
人
口
等
を
見
据
え
、
今
年
度
ま
で
に
石
巻
市
生
活
排
水

処
理
基
本
構
想
を
見
直
す
と
し
て
い
た
が
、
進
捗
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

地
区
別
の
将
来
人
口
等
を
推
計
し
、
こ
の
値
を
基
に
集
合
処

理
区
域
の
決
定
な
ど
、
事
業
手
法
の
選
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

問　
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
、
都
道
府
県
が
生
活
排
水
処
理
施

設
整
備
の
構
想
を
見
直
し
た
結
果
、
全
国
的
に
下
水
道
計
画
区

域
が
縮
小
し
、
浄
化
槽
区
域
へ
の
転
換
が
進
ん
だ
が
、
見
解
を

伺
う
。

答　

宮
城
県
の
構
想
に
基
づ
き
、
本
市
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
よ
う
、
下
水
道
計
画
区
域
の
縮
小
等
も
含
め
、
効
率
的

な
整
備
等
を
目
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

25
年
春
の
就
職
状
況
に
つ
い
て

問　
令
和
７
年
３
月
の
高
校
卒
業
生
の
就
職
先
は
秋
田
県
を
除
く

５
県
で
県
外
割
合
が
前
年
よ
り
高
ま
っ
た
。
本
市
の
高
校
生
と

大
学
生
の
就
職
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

管
内
高
校
生
の
宮
城
県
外
就
職
率
は
20
・
７
％
、
石
巻
管
内

就
職
率
46
・
０
％
、
県
内
他
管
内
就
職
率
33
・
３
％
、
石
巻
専

修
大
学
の
石
巻
圏
域
へ
の
就
職
学
生
割
合
は
３
年
間
平
均
１
割

程
度
で
あ
る
。

問　
地
元
就
職
率
を
高
め
る
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

地
元
企
業
を
選
択
し
た
市
内
居
住
者
に
は
、
定
住
促
進
奨
学

金
返
還
支
援
事
業
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
分
野
へ
就
職
し
た
市

内
居
住
者
に
は
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
を
活
用
い
た
だ
く
な
ど

地
元
定
着
に
つ
な
げ
る
こ
と
や
、
企
業
誘
致
に
当
た
り
、
立
地

の
後
押
し
と
な
る
助
成
制
度
を
研
究
し
、
誘
致
に
つ
な
げ
て
い

く
。

問　
原
子
力
防
災
訓
練
の
実
施
検
証
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

訓
練
の
成
果
や
課
題
等
は
県
や
関
係
機
関
と
情
報
共
有
し
て

い
る
。
実
効
性
を
高
め
る
訓
練
の
実
施
に
努
め
る
。

問　
情
報
共
有
の
み
な
ら
ず
、
議
論
し
て
災
害
時
に
役
立
つ
訓
練

に
し
て
ほ
し
い
。

問　
火
災
発
生
時
の
防
災
行
政
無
線
の
運
用
終
了
の
経
緯
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

消
防
団
員
へ
の
火
災
現
場
地
図
を
送
付
し
た
メ
ー
ル
に
よ
る

情
報
の
周
知
、
消
防
団
幹
部
か
ら
団
員
へ
電
話
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
連
絡
網
に
よ
り
、
招
集
方
法
が
確
立
し
て
い
る

こ
と
か
ら
防
災
無
線
を
終
了
す
る
。

問　
消
防
団
員
以
外
へ
の
周
知
も
必
要
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

苦
情
や
問
い
合
わ
せ
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

問　
防
災
行
政
無
線
と
電
話
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
二
段
構
え
が
い
い
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答　

シ
ス
テ
ム
の
更
新
が
令
和
８
年
１
月
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

そ
の
前
の
令
和
７
年
10
月
１
日
を
も
っ
て
運
用
終
了
す
る
。

問　
防
災
行
政
無
線
運
用
終
了
を
検
証
し
、
見
直
し
た
方
が
い
い

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

運
用
終
了
は
令
和
７
年
10
月
に
一
度
行
う
。
そ
の
上
で
大
き

な
問
題
、
支
障
が
あ
る
な
ら
検
証
し
て
見
直
す
。

問　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
活
用
事
業
補
助
金
は
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
一
部
に

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
補
助
対
象
と
な
る
の
か

伺
う
。

答　

最
小
使
用
サ
イ
ズ
や
表
示
色
な
ど
を
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ

ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
定
め
て
い
る
。

問　
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
負
担
金
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

本
市
が
主
催
し
、
ダ
ン
ス
が
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
認
知
さ
れ
始

め
た
こ
と
か
ら
負
担
金
を
出
し
た
。

問　
こ
の
よ
う
な
事
例
を
作
っ
た
の
で
、
ほ
か
の
競
技
か
ら
の
意

見
や
連
絡
も
来
る
と
思
う
の
で
対
応
を
お
願
い
す
る
。

早川　俊弘
議員

ニュー石巻

木村　美輝
議員

石巻あかつきの会

YouTube

YouTube

YouTube
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一般質問

投
票
時
間
に
つ
い
て

問　

４
月
27
日
の
栗
原
市
、
登
米
市
の
市
長
選
挙
等
の
投
票
時
間

は
午
後
７
時
ま
で
に
繰
り
上
げ
て
行
わ
れ
た
。
本
市
は
午
後
８

時
ま
で
だ
っ
た
が
、
今
後
は
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

答　

令
和
６
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
県
内
35
市
町
村
の
う

ち
、
24
市
町
村
が
１
、
２
時
間
繰
り
上
げ
た
。
本
市
も
繰
り
上

げ
す
べ
き
時
期
と
認
識
し
て
い
る
が
、
十
分
な
周
知
等
を
踏
ま

え
実
施
時
期
を
判
断
し
た
い
。

有
害
鳥
獣
に
つ
い
て

問　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
は
猟
友
会
石
巻
支
部
と
河

北
支
部
に
委
託
し
て
い
る
が
、
昨
年
の
捕
獲
状
況
を
伺
う
。

答　

石
巻
支
部
は
シ
カ
が
７
９
３
頭
で
銃
猟
捕
獲
５
３
１
頭
と
多

く
、
河
北
支
部
は
１
２
８
５
頭
で
わ
な
捕
獲
が
９
７
６
頭
と
多

い
。
イ
ノ
シ
シ
は
石
巻
５
頭
、
河
北
47
頭
で
わ
な
捕
獲
で
あ
る
。

問　
石
巻
と
河
北
の
捕
獲
頭
数
や
捕
獲
方
法
の
違
い
を
伺
う
。

答　

河
北
は
岩
手
県
五
葉
山
系
の
シ
カ
が
移
動
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
河
北
に
は
わ
な
隊
員
が
多
い
。

問　
シ
カ
は
わ
な
捕
獲
が
多
く
、
イ
ノ
シ
シ
は
全
て
わ
な
捕
獲
で

あ
る
た
め
、
わ
な
隊
員
を
増
や
す
べ
き
と
思
う
。
改
正
鳥
獣
保

護
管
理
法
が
９
月
１
日
施
行
予
定
だ
が
、
危
険
鳥
獣
の
ヒ
グ
マ
、

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
イ
ノ
シ
シ
が
市
街
地
に
出
没
し
た
時
、
市
町

村
の
判
断
で
猟
銃
の
使
用
が
可
能
と
な
る
が
、
猟
友
会
と
の
連

携
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

猟
友
会
と
は
情
報
を
共
有
す
る
。

産
業
団
地
に
つ
い
て

問　
引
き
続
き
桃
生
産
業
団
地
実
現
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

答　

２
期
目
も
先
頭
に
立
ち
、
桃
生
地
区
へ
の
企
業
立
地
の
実
現

を
進
め
る
。

ア
イ
ト
ピ
ア
通
り
渋
滞
緩
和
策
に
つ
い
て

問　
休
日
等
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
渋
滞
が
発
生
し
、
市
民
は
困
っ

て
い
る
。
渋
滞
緩
和
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
は
誘
導
看
板
の
設
置
や
交
通

誘
導
員
を
配
置
し
た
ほ
か
、
か
わ
ま
ち
交
通
広
場
と
南
浜
復
興

祈
念
公
園
と
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
さ
せ
た
。

問　

星
薬
局
前
の
信
号
機
が
歩
車
分
離
式
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

赤
信
号
の
待
ち
時
間
が
長
い
。
一
方
通
行
の
車
道
を
セ
ン
サ
ー

式
に
変
え
、
ア
イ
ト
ピ
ア
通
り
の
車
両
の
流
れ
を
良
く
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

渋
滞
原
因
の
分
析
、
設
置
に
係
る
諸
条
件
お
よ
び
効
果
予
測

に
つ
い
て
石
巻
警
察
署
へ
相
談
し
て
い
く
。

石
巻
市
図
書
館
に
つ
い
て

問　
今
年
で
建
設
か
ら
52
年
も
経
ち
老
朽
化
は
否
め
な
い
。
今
後

図
書
館
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

答　

当
面
は
長
寿
命
化
対
策
と
し
て
部
分
的
な
改
修
工
事
を
行
い

な
が
ら
、
令
和
13
年
以
降
に
改
築
・
建
て
替
え
を
検
討
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

問　
令
和
13
年
以
降
の
計
画
で
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
遅
す

ぎ
る
。
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
駅
に
も
近
い
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
学
生
が
勉
学
に
励
ん
で
い
る
。
今
あ
る
建
物
を
活
用
し

て
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
図
書
館
に
す
れ
ば
、
公
共
交
通
の

利
用
者
の
待
ち
時
間
な
ど
、
多
く
の
市
民
が
利
用
し
や
す
く
な

り
、
中
高
年
層
の
居
場
所
づ
く
り
に
も
な
る
の
で
は
。

答　

地
域
共
生
社
会
を
推
進
す
る
拠
点
施
設
と
し
て
管
理
運
営
を

し
て
い
る
の
で
、
図
書
館
に
活
用
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
な

い
。
引
き
続
き
教
育
委
員
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
る
。

千葉　正幸
議員

ニュー石巻

齋藤　澄子
議員

無会派

阿部　浩章
議員

ニュー石巻

本
市
に
お
け
る
稼
ぐ
力
の
持
続
的
発
展
に
つ
い
て

問　
ホ
タ
テ
養
殖
の
地
種
栽
培
等
の
経
営
基
盤
が
緊
急
性
を
要
す

る
場
合
、
予
算
措
置
も
含
め
柔
軟
で
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
が

必
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答　

緊
急
性
を
要
す
る
場
合
は
、
少
し
で
も
救
済
で
き
る
よ
う
に
、

宮
城
県
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

問　

６
次
産
業
化
・
地
産
地
消
推
進
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
大
き
い

が
、
ま
だ
ま
だ
認
知
度
は
低
い
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で

な
く
、
Ｊ
Ａ
や
Ｊ
Ｆ
等
の
各
業
界
が
一
丸
と
な
っ
た
啓
発
・
普

及
に
取
り
組
ん
で
は
い
か
が
か
。

答　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
各
団
体
も
含
め
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問　
令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
一
般
質
問
に
お
い
て
、
市
と
金
融

機
関
等
が
将
来
取
引
先
と
な
る
可
能
性
の
高
い
事
業
等
を
検
討

す
る
会
議
体
の
設
置
の
必
要
性
を
質
問
し
、
検
討
す
る
旨
、
回

答
を
得
た
が
そ
の
後
の
進
捗
は
い
か
が
か
。

答　

同
年
に
「
石
巻
市
産
業
連
携
会
議
」
を
設
置
し
、
各
機
関
と

の
情
報
交
換
・
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
年
２
回
程
度
開
催
し
、

そ
の
中
で
石
巻
市
産
業
振
興
計
画
の
実
施
状
況
も
議
論
し
て
い

る
。

問　
本
市
の
中
で
「
生
産
・
販
売
」「
分
配
」「
支
出
」
の
面
で
お

金
を
回
し
て
い
く
「
地
域
循
環
経
済
」
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
「
地
域
経
済
循
環
分
析
」
は
必
要
と
思
う
が
い
か

が
か
。

答　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
市
内
で
安
定
し
て
お
金
が
回
れ
ば
関
連

企
業
の
収
益
が
向
上
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
分
析
は

有
効
な
手
段
の
１
つ
で
は
あ
る
が
、
実
施
に
つ
い
て
は
研
究
が

必
要
と
考
え
る
。

YouTube

YouTube

YouTube
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一般質問

地
区
防
災
計
画

問　
令
和
５
年
策
定
「
市
津
波
避
難
計
画
」
は
、
区
域
ご
と
に
早

期
避
難
開
始
の
徒
歩
避
難
困
難
者
を
計
１
万
１
１
５
３
名
と
推

定
。
地
域
説
明
会
か
ら
２
年
以
上
経
過
す
る
が
、
計
画
策
定
が

進
ま
な
い
原
因
は
何
か
。

答　

原
因
は
、
車
避
難
の
ル
ー
ル
作
り
、
避
難
者
の
割
り
振
り
等

の
対
策
が
、
地
域
で
は
困
難
と
思
わ
れ
て
い
る
。

問　
車
避
難
対
象
者
が
各
地
域
で
違
う
こ
と
は
、
不
公
平
感
が
生

じ
る
。
車
避
難
対
象
者
や
駐
車
場
確
保
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に

検
討
す
る
の
か
。

答　

車
避
難
対
象
者
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
や
徒
歩
避
難
困
難

者
等
と
見
込
む
。

　
　

駐
車
場
の
確
保
は
、
市
も
協
力
し
て
地
域
で
計
画
策
定
の
中

で
検
討
す
る
。

陸
上
競
技
場
基
本
計
画
策
定

問　
基
本
計
画
は
、
令
和
５
年
度
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
業
務
委
託

し
、
成
果
品
の
概
算
工
事
費
は
、
設
計
費
込
み
約
72
・
６
億
円

と
し
委
託
料
２
２
５
５
万
円
を
支
払
い
済
み
。
概
算
工
事
費
等

は
、
市
が
考
え
る
金
額
よ
り
も
大
き
く
、
今
後
、
再
度
減
額
調

整
す
る
と
の
こ
と
。
本
来
、
コ
ン
サ
ル
業
務
委
託
は
、
予
算
繰

越
で
期
間
を
延
長
し
て
完
成
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の

か
。

答　

契
約
仕
様
書
を
一
部
変
更
し
、
民
間
懇
談
会
の
理
想
的
規
模

を
盛
り
込
ん
だ
場
合
の
事
業
費
額
で
契
約
書
に
基
づ
き
適
正
に

業
務
を
完
了
し
た
。

問　
基
本
計
画
の
概
算
事
業
費
は
、
減
少
調
整
後
の
事
業
費
と
す

べ
き
で
、
無
駄
な
委
託
費
。
コ
ン
サ
ル
業
務
の
仕
様
書
と
完
成

検
査
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
に
市
か
ら
監
査
請
求
し
、

所
見
を
伺
っ
て
は
い
か
が
か
。

答　

身
の
丈
に
あ
っ
た
事
業
費
や
仕
様
書
等
の
監
査
員
の
関
わ
り

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
が
納
得
す
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

楯石　光弘
議員

日高見会

新
た
な
時
代
の
公
民
館
と
本
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

問　
約
半
世
紀
前
、
右
肩
上
が
り
の
時
代
、
若
者
も
多
く
青
年
団

活
動
も
公
民
館
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
県
内
有
数
の
活
発
さ
で

あ
っ
た
。
本
市
の
公
民
館
の
役
割
と
実
績
は
。

答　

社
会
教
育
の
要
で
あ
る
学
ぶ
、
集
う
、
つ
な
ぐ
、
生
か
す
機

能
を
実
践
す
る
拠
点
。
地
域
と
連
携
し
、
環
境
美
化
「
い
き
い

き
花
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
子
育
て
サ
ロ
ン
「
い
し
っ
こ
ク
ラ

ブ
」
等
が
親
子
と
の
交
流
、
子
育
て
相
談
、
心
の
ケ
ア
な
ど
、

活
発
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
令
和
５
年
、
文
部
科
学

大
臣
よ
り
優
良
公
民
館
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

問　
大
震
災
を
乗
り
越
え
、
絞
り
出
さ
れ
た
本
市
の
将
来
像
「
ひ

と
り
ひ
と
り
が
多
彩
に
き
ら
め
き
共
に
歩
む
ま
ち
」
へ
の
思
い

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

老
若
男
女
、
多
種
多
様
な
人
々
の
多
彩
な
個
性
が
輝
き
、
自

然
、
産
業
、
伝
統
文
化
な
ど
多
彩
な
資
源
が
活
用
さ
れ
、
相
ま

っ
て
と
も
に
き
ら
め
く
こ
と
で
、
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

に
な
る
。

協
同
組
合
の
価
値
と
振
興
に
つ
い
て

問　
国
際
協
同
組
合
年
と
国
会
決
議
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

国
連
が
定
め
た
二
度
目
の
国
際
協
同
組
合
年
。
協
同
組
合
の

理
念
は
人
を
中
心
と
し
た
持
続
可
能
で
公
正
な
経
済
社
会
の
実

現
。
引
き
続
き
、
世
界
的
な
社
会
・
経
済
課
題
の
解
決
に
貢
献

す
る
存
在
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
も
価
値
を
共
有
。
そ
の
発
展
が
国

を
挙
げ
て
後
押
し
す
る
事
は
大
変
意
義
深
い
。

問　
い
し
の
ま
き
農
業
協
同
組
合
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

農
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携
し
、
特
に
米
の
生
産
量
調

節
な
ど
、
地
域
農
業
の
維
持
と
生
産
者
所
得
の
確
保
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

問　
須
江
の
火
力
発
電
所
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
埋
蔵
文
化
財
調

査
、
道
路
問
題
に
つ
い
て
状
況
を
伺
う
。

答　

埋
蔵
文
化
財
調
査
に
つ
い
て
は
、
建
設
予
定
地
は
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
で
あ
る
た
め
、
確
認
調
査
を
実
施
す
る
場
合
、
調
査

費
用
は
国
庫
補
助
を
活
用
し
て
も
、
残
り
２
分
の
１
は
市
の
一

般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
地
元
住
民
の
方
々
の
懸

念
等
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
状
況
の
中
、
一
般
財
源
を
投
じ
る

こ
と
は
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
難
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
パ
ー
ム
油
を
使
用
す
る
発
電
所
稼
働
停
止
の
状
況
が

多
く
見
受
け
ら
れ
、
事
業
の
確
実
性
に
も
懸
念
が
あ
り
、
確
認

調
査
に
着
手
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

道
路
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
１
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
事

業
者
側
か
ら
市
へ
の
説
明
会
の
中
で
、
工
事
に
伴
う
残
土
の
排

出
の
際
に
、
大
規
模
農
道
を
走
行
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
た
。

大
規
模
農
道
は
大
型
貨
物
自
動
車
な
ど
は
通
行
止
め
の
規
制
と

な
っ
て
お
り
、
大
規
模
農
道
を
通
行
し
な
け
れ
ば
目
的
地
に
行

け
な
い
場
合
の
み
許
可
し
て
お
り
、「
通
過
の
み
」
の
場
合
に

つ
い
て
は
許
可
を
し
て
い
な
い
。
事
業
者
か
ら
の
説
明
の
あ
っ

た
走
行
計
画
に
つ
い
て
は
、「
通
過
の
み
」
の
計
画
で
あ
っ
た

た
め
、
走
行
経
路
に
つ
い
て
の
再
検
討
に
つ
い
て
指
摘
し
た
が
、

１
年
半
以
上
経
過
し
て
も
新
た
な
提
案
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

燃
料
の
輸
送
経
路
や
工
事
車
両
な
ど
の
交
通
に
関
す
る
課
題

や
騒
音
・
振
動
問
題
な
ど
、
住
民
が
抱
え
る
疑
問
や
不
安
へ
の

対
策
を
明
確
に
示
し
て
お
ら
ず
、
住
民
の
皆
様
の
理
解
が
得
ら

れ
て
い
な
い
中
で
事
業
を
進
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
誠
に
遺
憾

で
あ
る
。

星　　雅俊
議員

日高見会

我妻久美子
議員

石巻颯
はやて

の会

YouTube

YouTube

YouTube
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一般質問

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
水
産
業
で
は
海
外
か
ら
の
働
き
手
が
な
い
と
船
も
出
せ
な
い

現
状
に
な
っ
て
い
る
。
半
島
部
は
災
害
危
険
区
域
で
住
居
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
海
外
か
ら
の
働
き
手
を
確
保

す
る
こ
と
が
難
し
い
。
こ
の
空
い
た
復
興
住
宅
を
働
き
手
の
住

ま
い
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
伺
う
。

答　

国
の
承
認
を
得
る
に
は
応
募
倍
率
が
低
い
こ
と
、
空
き
住
戸

が
多
数
あ
る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
必
要
で
、
今
後
の
応
募
倍
率

や
空
き
住
戸
の
推
移
を
注
視
し
な
が
ら
関
係
部
と
協
議
し
た

い
。

問　
老
朽
化
が
進
み
、
周
囲
に
危
険
を
及
ぼ
す
物
件
に
工
場
や
商

業
施
設
は
な
い
の
か
。
空
き
家
等
特
別
措
置
法
で
特
定
空
き
家

に
認
定
す
る
な
ど
改
善
が
見
込
ま
れ
な
い
と
き
は
、
補
助
金
を

使
い
行
政
代
執
行
で
き
な
い
か
伺
う
。

答　

空
き
家
等
特
措
法
に
基
づ
く
対
応
は
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る

な
ど
保
安
上
著
し
く
危
険
で
あ
る
場
合
に
、
有
識
者
の
意
見
を

踏
ま
え
特
定
空
き
家
等
と
し
て
認
定
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

法
令
に
基
づ
き
助
言
、
指
導
、
勧
告
、
命
令
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
行
政
代
執
行
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

で
は
特
定
空
き
家
に
認
定
し
た
空
き
家
は
な
い
。

市
街
地
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

問　
本
市
で
は
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

進
め
て
来
た
が
、
今
歩
い
て
は
暮
ら
せ
な
い
状
況
に
な
っ
て
お

り
、
足
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
い
た
い
。

答　

昨
年
10
月
に
石
巻
市
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
。
各
拠
点
と

の
連
携
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
都

市
構
造
を
目
指
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
施
策
の
検
討
体
制
を

整
え
全
庁
上
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

土
葬
墓
地
問
題
に
つ
い
て

問　
県
知
事
は
土
葬
墓
地
建
設
を
「
批
判
が
あ
っ
て
も
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
。
そ
の
後
の
状
況
を
伺
う
。

答　

県
か
ら
の
接
触
は
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
と
そ
の
危
険
性
に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種
健
康
被

害
救
済
制
度
の
申
請
件
数
、
認
定
件
数
を
伺
う
。

答　

令
和
７
年
５
月
22
日
時
点
で
、
全
国
の
申
請
件
数
は
１
万
３

６
７
５
件
、
認
定
件
数
は
９
１
６
１
件
で
、
本
市
の
申
請
件
数

は
15
件
、
認
定
件
数
は
11
件
。

問　
本
市
の
接
種
者
数
を
伺
う
。

答　

１
回
目
接
種
は
12
万
５
３
１
人
、
２
回
目
は
12
万
17
人
、
３

回
目
は
10
万
３
６
８
１
人
、
４
回
目
は
７
万
７
５
６
２
人
、
５

回
目
は
５
万
３
５
３
９
人
、
６
回
目
は
３
万
５
９
７
４
人
、
７

回
目
接
種
は
２
万
６
３
２
３
人
。

問　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
子
宮
頸
が
ん
）
ワ
ク
チ
ン
の
危
険
性
に
つ
い
て
。

国
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
積
極
的
勧
奨
を
再
開
し
た
。
約
10

年
前
に
多
く
の
健
康
被
害
を
出
し
て
か
ら
、
安
全
性
が
確
認
で

き
な
い
と
し
て
、
い
っ
た
ん
接
種
が
中
止
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
も
重
篤
な
副
反
応
に
苦
し
ん
で
い
る
全
国
の
被
害
者
を
置
き

去
り
に
し
た
再
開
で
あ
る
。
本
市
の
接
種
状
況
を
伺
う
。

答　

昨
年
度
１
回
以
上
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
延
べ
人
数

は
３
２
３
８
人
。

問　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
も
副
反
応
疑
い
の
報
告
が
非
常
に
多
い
ワ

ク
チ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
を
男
子
に
ま
で
接
種
を
進
め
る
動
き
が

あ
る
。
本
市
で
も
進
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

本
市
で
は
、
男
性
へ
の
接
種
は
行
っ
て
い
な
い
。

阿部　正春
議員

無会派

佐藤　雄一
議員

無会派

鈴木　良広
議員

公明会

本
市
で
発
信
さ
れ
た
熊
の
出
没
情
報
に
つ
い
て

問　
市
内
各
地
で
熊
の
出
没
情
報
が
出
さ
れ
た
。
い
つ
出
没
し
て

も
お
か
し
く
な
い
環
境
に
あ
る
。
目
撃
情
報
が
市
街
地
に
及
ん

で
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
看
過
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
学

校
等
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の
点
か
ら
も
、
公
共
施

設
や
学
校
等
へ
注
意
喚
起
（
遭
遇
し
た
場
合
の
対
応
な
ど
）
が

必
要
と
考
え
る
。
市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
の
対
応
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

野
生
動
物
の
出
没
が
多
い
地
域
の
学
校
に
お
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
熊
の
出
没
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
学
校
も

あ
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
出
没
時
の
注
意
喚
起
に
加
え
、
熊
対

策
に
関
す
る
チ
ラ
シ
の
配
布
等
を
通
じ
て
日
頃
か
ら
意
識
づ
け

を
行
い
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
の
課
題
に
つ
い
て

問　
兵
庫
県
で
は
空
き
部
屋
と
な
っ
た
公
営
住
宅
に
地
域
の
学
生

が
割
安
な
家
賃
で
住
め
る
「
学
生
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」
と
し
て
活

用
。
安
く
住
め
る
か
わ
り
に
地
域
貢
献
を
し
て
も
ら
う
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
で
も
公
営
住
宅
で
同
様
の
取
り
組
み

が
で
き
る
か
伺
う
。

答　

本
来
の
入
居
対
象
者
の
入
居
を
阻
害
し
な
い
範
囲
で
、
国
か

ら
の
承
認
が
あ
れ
ば
実
情
に
応
じ
た
目
的
外
使
用
も
可
能
。
し

か
し
、
本
市
の
定
期
募
集
倍
率
は
約
２
倍
か
ら
３
倍
で
推
移
し

て
お
り
、
多
く
の
方
々
が
入
居
を
希
望
し
て
い
る
た
め
、
国
か

ら
の
承
認
は
難
し
い
と
考
え
る
。
今
後
の
応
募
倍
率
や
空
き
住

戸
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
機
会
を
捉
え
協
議
し
て
ま
い
り

た
い
。

YouTube

YouTube

YouTube
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一般質問

「
持
続
可
能
な
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
の
実
践
に

つ
い
て

問　
市
長
選
公
約
の
多
く
に
「
持
続
可
能
」
と
表
記
し
た
こ
と
に

対
す
る
所
見
に
つ
い
て
。

答　

社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
石
巻
が
輝
か
し
い
未
来
に

希
望
を
つ
な
ぎ
、
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
。

問　
遊
休
地
・
遊
休
資
産
の
処
分
、
利
活
用
に
つ
い
て
。
財
政
健

全
化
を
図
る
上
で
、
当
該
財
産
を
処
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
売

却
・
貸
付
収
入
等
、
翌
年
か
ら
市
税
と
し
て
収
入
と
な
り
、
一

石
二
鳥
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
遊
休
資
産
は

市
民
の
財
産
で
あ
り
、
積
極
的
な
処
分
・
利
活
用
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。

答　

活
用
さ
れ
て
い
な
い
普
通
財
産
は
、
８
６
９
７
件
、
２
７
９

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
順
次
売
却
処
分
、
貸
付
を
行
い
た
い
。

問　
行
財
政
運
営
に
お
け
る
、①
「
ヒ
ト
」
人
材
育
成
、②
「
モ
ノ
」

事
務
事
業
の
見
直
し
（
厳
選
）、
③
「
カ
ネ
」
財
政
状
況
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

答　

①
石
巻
市
人
材
育
成
基
本
方
針
等
で
取
り
組
む
。
②
事
務
事

業
の
総
合
評
価
を
基
に
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
取
り
組
み
を

行
う
。
③
時
に
は「
や
め
る
と
い
う
引
き
算
の
視
点
」を
も
っ
て
、

見
直
し
な
ど
効
率
化
を
進
め
、
将
来
世
代
に
も
健
全
な
財
政
基

盤
の
構
築
に
努
め
る
。

問　
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
成
す
「
自
助
、公
助
、共
助
」
の
う
ち
、

「
共
助
」
が
重
要
で
あ
る
が
。

答　

地
域
の
将
来
像
を
一
緒
に
思
い
描
き
な
が
ら
、
対
話
を
重
ね
、

住
む
こ
と
に
誇
り
が
持
て
る
ま
ち
を
市
民
と
共
に
築
い
て
い
き

た
い
。

髙橋　憲悦
議員

石巻市民クラブ

宇都宮弘和
議員

石巻颯
はやて

の会

三
陸
沿
岸
道
路
に
つ
い
て

問　
仙
台
松
島
道
路
（
利
府
中
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
鳴
瀬
奥

松
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
の
無
償
化
に
つ
い
て
の
県
の
見
解

を
伺
う
。

答　

県
沿
岸
部
の
発
展
に
寄
与
す
る
重
要
な
路
線
で
あ
る
が
、
橋

梁
等
の
長
寿
命
化
対
策
な
ど
の
維
持
管
理
費
を
見
な
が
ら
、
早

期
に
借
入
金
償
還
を
図
る
。
ま
た
、
慢
性
的
な
渋
滞
が
発
生
し

て
い
る
松
島
海
岸
地
区
を
通
過
す
る
国
道
45
号
に
お
け
る
、
大

型
車
両
の
流
入
抑
制
を
行
う
社
会
実
験
の
結
果
や
関
係
団
体
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
料
金
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
回
答
が
あ
っ
た
。

本
市
の
海
岸
美
化
に
つ
い
て

問　
渡
波
地
区
の
長
浜
海
岸
に
大
量
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
カ
キ
殻

等
の
原
因
は
何
か
。

答　

要
因
と
し
て
、
高
潮
や
台
風
な
ど
の
荒
天
時
に
カ
キ
礁
や
養

殖
場
で
カ
キ
殻
が
剥
が
れ
て
、
海
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
る
ほ
か
、

波
に
よ
っ
て
海
底
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
詳
し
い
原
因
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

問　
ゴ
ミ
清
掃
用
バ
ギ
ー
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答　

海
岸
管
理
者
で
あ
る
県
に
確
認
し
、
現
在
導
入
の
予
定
は
な

い
と
伺
っ
て
い
る
。

問　

貝
殻
の
再
利
用
の
研
究
を
進
め
て
み
る
こ
と
も
い
い
の
で

は
。

答　

民
間
事
業
者
に
よ
る
活
用
方
法
も
含
め
、
他
自
治
体
の
事
例

に
つ
い
て
情
報
収
集
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

投
票
率
に
つ
い
て

問　
投
票
率
の
向
上
に
向
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
見
直
し
を
進

め
て
行
く
の
か
。

答　

市
長
選
挙
を
含
め
て
今
年
３
回
の
選
挙
執
行
に
お
け
る
投
票

状
況
を
検
証
し
、
有
権
者
の
声
を
調
査
し
な
が
ら
、
支
援
の
充

実
に
向
け
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

問　

２
０
２
１
年
策
定
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
上
回
る
少
子
化
が
進

行
し
、
２
０
６
０
年
に
人
口
は
６
万
人
弱
に
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
自
治
体
機
能
の
維
持
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

業
務
の
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
、
市
民
の
来
庁
な
し
に
行
政
手
続
き

が
で
き
た
り
、
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き
方
を
推
進
し
、
従

来
型
の
執
務
ス
ペ
ー
ス
に
依
存
し
な
い
行
政
運
営
に
務
め
て
い

く
。

問　
少
子
化
は
東
ア
ジ
ア
全
体
で
進
み
、
韓
国
・
中
国
・
台
湾
な

ど
は
日
本
以
上
の
少
子
化
で
あ
る
。
各
国
共
通
の
要
因
と
し
て

「
儒
教
的
家
族
観
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
伝
統
的
な
家
族
観
に

よ
る
枠
組
み
で
は
な
い
親
子
に
対
す
る
支
援
を
厚
く
し
、
少
子

化
の
緩
和
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
。

答　

各
種
調
査
の
結
果
を
市
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
生
か
し
て

い
け
る
よ
う
判
断
し
て
い
く
。

問　

ひ
と
り
親
家
庭
の
相
対
的
貧
困
率
は
長
年
50
％
前
後
だ
が
、

離
婚
し
た
家
庭
の
養
育
費
の
立
て
替
え
事
業
な
ら
び
に
交
流
面

会
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
行
い
、
離
婚
後
も
両
親
が
協
力
し
て
子
ど

も
を
育
て
て
い
け
る
環
境
を
整
備
す
る
べ
き
。

答　

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
は
重
要
な
課
題
と
捉
え
て
お
り
、
先

進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
学
ん
で
い
く
。

問　
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導
入
を
待
っ
て
結
婚
待
機
し
て
い
る
カ

ッ
プ
ル
が
本
市
で
は
約
２
０
０
組
い
る
と
の
調
査
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
方
々
に
事
実
婚
に
移
行
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
す
べ
き
。

答　

令
和
８
年
度
に
導
入
予
定
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

と
合
わ
せ
、
国
の
動
向
も
見
な
が
ら
内
容
を
精
査
し
て
い
く
。

都甲マリ子
議員

日高見会

YouTube

YouTube

YouTube
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一般質問

櫻田　誠子
議員

公明会

保
育
所
で
の
給
食
提
供
に
つ
い
て

問　
給
食
提
供
方
法
を
伺
う
。

答　

公
立
保
育
施
設
で
は
、
３
歳
未
満
児
は
ご
飯
と
お
か
ず
の
完

全
給
食
を
提
供
。
３
歳
以
上
児
は
お
か
ず
の
み
提
供
し
、
朝
に

ご
飯
を
持
参
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
公
立
保
育
所
の
３
歳
以
上
児
５
５
３
人
は
お
昼
に
冷
め
た
ご

飯
を
食
べ
て
い
る
。
保
護
者
は
仕
事
や
育
児
に
奮
闘
し
白
米
を

持
参
。
保
育
士
も
白
米
持
参
。
主
食
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

答　

食
器
類
や
消
毒
保
管
設
備
、
炊
飯
設
備
、
電
力
、
調
理
員
の

人
手
不
足
も
懸
念
が
あ
り
、
一
律
に
公
立
保
育
施
設
で
主
食
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
現
在
は
難
し
い
。

問　
主
食
の
提
供
設
備
費
用
お
よ
び
食
材
費
保
護
者
負
担
は
月
額

ど
の
程
度
に
な
る
の
か
伺
う
。

答　

設
備
費
用
は
全
17
施
設
で
約
１
千
万
円
。
保
護
者
負
担
は
主

食
費
約
千
円
。

問　
子
ど
も
、
子
育
て
世
代
、
保
育
士
と
３
層
の
受
益
者
は
市
で

も
重
点
的
な
支
援
対
象
者
で
あ
る
。
前
例
に
捉
わ
れ
ず
改
善
を

強
く
求
む
。

答　

状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
多
く
の
声
が

あ
れ
ば
改
善
す
べ
き
点
は
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
新
た
な
財

源
も
必
要
な
た
め
、
お
互
い
理
解
で
き
る
接
点
を
見
い
だ
し
、

よ
り
良
い
方
向
に
見
直
し
て
い
く
よ
う
検
証
を
行
う
。

釜
大
街
道
線
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
近
々
信
号
機
が
新
設
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
設
置
可
否

や
進
捗
な
ど
あ
れ
ば
伺
う
。

答　

令
和
７
年
度
中
に
三
ツ
股
第
二
復
興
住
宅
脇
の
交
差
点
に
１

基
設
置
す
る
予
定
。
信
号
機
の
方
式
等
に
つ
い
て
は
、
検
討
中

と
の
こ
と
。

問　
大
街
道
小
学
校
沿
い
の
道
路
に
新
設
さ
れ
た
信
号
機
と
同
等

の
も
の
を
求
め
る
。

答　

公
安
委
員
会
へ
警
察
を
通
じ
て
伝
え
る
。

骨
髄
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
普
及
啓
発

問　

医
療
が
進
歩
し
た
現
在
で
も
骨
髄
は
人
工
的
に
作
れ
な
い
。

白
血
病
等
血
液
疾
患
患
者
が
治
療
の
た
め
に
ド
ナ
ー
か
ら
の
骨

髄
提
供
が
必
要
。
本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　

本
市
で
平
成
30
年
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
支
援
事
業
開
始
。
こ

れ
ま
で
12
件
の
実
績
。
適
合
す
る
確
率
は
数
百
～
数
万
分
の
１

の
確
率
で
、
仕
事
の
都
合
が
つ
か
ず
辞
退
も
多
い
。
休
暇
制
度

に
つ
い
て
「
石
巻
骨
髄
バ
ン
ク
の
会
」
や
商
工
会
議
所
の
意
見

も
伺
い
、
制
度
導
入
へ
の
理
解
促
進
に
向
け
周
知
啓
発
な
ど
検

討
す
る
。

問　
中
学
校
で
骨
髄
移
植
等
、
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
。

答　

現
在
、
道
徳
等
の
授
業
を
中
心
に
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
習
。

「
石
巻
骨
髄
バ
ン
ク
の
会
」
も
含
め
諸
団
体
の
ご
協
力
を
賜
り
、

学
ば
せ
て
ま
い
り
た
い
。

動
物
愛
護

問　
令
和
４
年
に
質
問
し
、
去
勢
手
術
の
財
源
の
確
保
、
相
談
対

応
を
行
う
と
の
答
弁
か
ら
の
進
捗
状
況
と
、
公
益
財
団
法
人
ど

う
ぶ
つ
基
金
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
々
に
深
く
感
謝
。
ど
う
ぶ
つ
基
金

行
政
枠
は
い
っ
ぱ
い
と
聞
く
。
不
妊
去
勢
手
術
の
助
成
制
度
実

施
自
治
体
を
参
考
に
、
財
源
の
確
保
を
含
め
引
き
続
き
検
討
す

る
。

磯
焼
け
対
策

問　
温
暖
化
等
に
よ
り
磯
焼
け
被
害
が
大
き
い
本
市
の
取
り
組
み

を
伺
う
。

答　

宮
城
県
藻
場
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
着
底
基
調
の
設
置
、
ウ

ニ
の
駆
除
な
ど
藻
場
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
植
食
魚
な
ど
の
増
加
等
、
各
浜
で
の
次
の
手
を
打
つ
べ
き
で

は
。

答　

現
場
の
状
況
に
あ
っ
た
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
り
、
国
・
県

お
よ
び
漁
業
関
係
者
と
連
携
し
、
諸
問
題
に
対
応
し
て
い
く
。

原田　　豊
議員

石巻あかつきの会

渡辺　拓朗
議員

公明会

石
巻
市
環
境
審
議
会
か
ら
の
答
申
に
つ
い
て

問　
国
が
定
め
る
温
室
ガ
ス
削
減
目
標
が
26
％
か
ら
46
％
に
な
っ

た
こ
と
で
、
石
巻
市
環
境
審
議
会
か
ら
石
巻
市
環
境
基
本
計
画

へ
の
答
申
で
市
域
の
温
室
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
へ
の
取
り
組
み

が
低
評
価
を
受
け
た
。
こ
れ
に
伴
い
具
体
策
が
伴
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　

市
民
、
事
業
者
と
連
携
し
て
２
０
５
０
年
温
室
ガ
ス
ゼ
ロ
を

目
指
し
、
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
新
た
な
石
巻
市
環
境
基

本
計
画
に
反
映
す
る
。

補
聴
器
の
購
入
補
助
事
業
に
つ
い
て

問　
高
齢
社
会
に
伴
い
、
障
が
い
認
定
か
ら
外
れ
る
難
聴
者
か
ら

補
聴
器
購
入
補
助
金
の
創
設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
市
は
国
に
予
算
要
望
を
求
め
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
の
活
用
も
含
め
て
、
そ
の
予
算
は
本
市

の
努
力
で
賄
え
る
予
算
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
方
針
を

伺
う
。

答　

加
齢
性
難
聴
は
今
後
も
増
え
る
と
見
込
み
、
実
情
を
把
握
し

耳
鼻
咽
喉
科
医
か
ら
も
助
言
を
頂
き
、
本
市
と
し
て
の
支
援
の

在
り
方
を
検
討
す
る
。

中
小
企
業
の
賃
上
げ
に
つ
い
て

問　
国
は
中
小
企
業
賃
上
げ
支
援
に
２
０
２
９
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
官
民
合
わ
せ
て
60
兆
円
投
資
す
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
賃

上
げ
支
援
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
専
門
窓
口
の
設
置

な
ど
中
小
企
業
の
賃
上
げ
へ
も
っ
と
積
極
姿
勢
で
取
り
組
む
べ

き
。

答　

60
兆
円
の
今
後
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
注
視
し
な
が
ら
、
商
工

会
議
所
や
石
巻
産
業
創
造
株
式
会
社
と
連
携
し
、
中
小
企
業
に

支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
分
か
り
や
す
く
早
く
伝
え
る
た
め
、
体
制
を

整
え
る
。

YouTube

YouTube

YouTube
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一般質問

地
区
防
災
計
画
の
進
め
方
に
つ
い
て

問　
地
区
防
災
計
画
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
自
治
会
長
の

理
解
を
ど
う
進
め
る
か
が
重
要
で
あ
る
が
、
自
治
会
長
の
仕
事

は
多
岐
に
わ
た
り
多
忙
で
あ
る
。
さ
ら
に
防
災
計
画
の
作
成
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

多
忙
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
自
治
会
に
よ
っ

て
は
役
員
の
な
り
手
が
居
な
く
て
困
っ
て
い
る
自
治
会
も
存
在

す
る
。
地
区
防
災
計
画
作
成
は
自
助
、
共
助
、
公
助
の
観
点
か

ら
自
ら
行
動
し
、
地
域
一
人
一
人
が
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
な
の
で
、
逆
に
自
治
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
得
や
す
い
側

面
が
あ
り
、
自
治
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

る
。

問　

確
か
に
逆
手
に
と
っ
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ

き
、
議
論
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
過
日
、
２
期
目
を
目
指
す
市
長
か
ら
山
下
地
区
町
内
会

会
長
連
絡
協
議
会
の
会
議
に
お
い
て
「
是
非
、
山
下
地
区
に
お

い
て
地
区
防
災
計
画
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
直
接
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
会
長
が
好
意
的
に
受
け
止
め
、
今
年
の
事
業

計
画
に
盛
り
込
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
地
区
防
災
計
画
作
成

に
つ
い
て
市
長
か
ら
直
接
お
願
い
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
動
機

付
け
に
な
っ
た
が
、
考
え
は
い
か
が
か
。

答　

自
治
会
長
の
皆
さ
ん
の
お
仕
事
に
日
頃
か
ら
敬
意
を
表
し
て

い
る
。
さ
ら
に
防
災
計
画
作
成
を
進
め
る
に
当
た
り
、
可
能
な

限
り
参
加
し
て
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

阿部　正敏
議員

石巻颯
はやて

の会

谷　　祐輔
議員

石巻颯
はやて

の会

石
巻
の
魅
力
、
も
っ
と
多
く
の
人
へ
（
戦
略
的
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
）

問　
本
市
で
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ

た
が
現
状
を
伺
う
。

答　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
公
募
に
よ
り
制
作
し
、「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
活
用

事
業
補
助
金
制
度
」
を
設
け
、
推
進
に
努
め
て
い
る
。

問　
「
ロ
ゴ
は
〝
ま
ち
の
良
さ
〟
を
一
目
で
伝
え
る
魔
法
の
図
形
」

で
は
な
く
、
そ
こ
に
ど
ん
な
意
味
を
込
め
、
ど
う
い
う
物
語
を

通
じ
て
〝
石
巻
ら
し
さ
〟
を
語
っ
て
い
く
か
と
い
う
点
が
大
切

で
あ
る
。
そ
こ
で
本
市
に
お
け
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

定
義
と
庁
内
で
の
共
有
状
況
を
伺
う
。

答　

独
自
に
定
め
た
定
義
は
な
く
、
庁
内
で
の
共
有
も
図
れ
て
い

な
い
。
今
後
は
正
式
に
定
義
し
、
庁
内
で
の
共
有
を
図
る
こ
と

に
よ
っ
て
官
民
一
体
と
な
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て

い
く
。

問　
石
巻
と
い
う
ま
ち
は
、
多
く
の
魅
力
と
語
ら
れ
る
べ
き
物
語

を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
市
の
伝
え
方
は
重
要
で
、

「
ど
の
よ
う
な
言
葉
」
で
「
ど
ん
な
価
値
観
や
想
い
を
伝
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
」
が
今
の
社
会
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
が
、
ソ
フ
ト
面
の
戦
略
に
つ
い
て
庁
内
で
は
ど
の
よ
う

に
議
論
さ
れ
、
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
の
体
制
で
は
十
分
な
議
論
や
検
討
が
で
き
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

問　
自
治
体
間
競
争
は
激
化
し
て
お
り
、
ま
ち
の
魅
力
を
伝
え
る

努
力
を
し
な
け
れ
ば
、
人
も
資
源
も
寄
っ
て
こ
な
い
時
代
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
庁
内
の
人
員
や
体
制
を
含
め
、
よ
り

戦
略
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

戦
略
や
庁
内
体
制
を
課
題
で
あ
る
と
捉
え
、
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
く
。

災
害
援
護
資
金
に
つ
い
て

問　
東
日
本
大
震
災
時
に
お
け
る
災
害
援
護
資
金
貸
付
に
係
る
償

還
金
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

平
成
23
年
度
か
ら
貸
付
開
始
。
元
金
総
額
約
64
億
円
で
３
０

６
４
件
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
６
年
度
末
現
在
で
約

44
億
円
の
償
還
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
償
還
免
除
額
を
差
し
引

い
た
残
額
は
約
16
億
７
千
万
円
で
件
数
は
１
４
０
０
件
と
な
っ

て
い
る
。

問　

市
は
償
還
期
限
延
長
だ
け
で
は
管
理
コ
ス
ト
が
か
さ
む
の

で
、
事
務
費
の
補
助
も
支
援
し
て
い
た
だ
く
よ
う
国
の
救
済
措

置
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
を
模
索
す
べ
き
で
あ
る
。

答　

他
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
管
理
コ
ス
ト
に
係
る
財
政
措

置
に
つ
い
て
、
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
地
域
居
住
推
進
に
つ
い
て

問　
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
、
二
地
域
居
住
者
が
本
市
へ
継

続
的
に
納
税
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
二
地

域
居
住
と
ふ
る
さ
と
納
税
を
関
連
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
効
果
が
見
込
ま
れ
る
の
か
。

答　

石
巻
に
居
住
し
て
い
な
い
方
で
あ
っ
て
も
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

と
い
う
か
た
ち
で
本
市
に
貢
献
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
「
納
税

者
」
と
し
て
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
つ
な
が
り
を
実
感
し
や
す
く

な
り
、
結
果
と
し
て
二
地
域
居
住
者
と
市
民
が
共
存
す
る
よ
う

な
新
た
な
地
域
モ
デ
ル
の
形
成
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　

ま
た
、ふ
る
さ
と
納
税
を「
地
域
と
の
関
係
性
を
育
む
仕
組
み
」

と
捉
え
、
今
後
の
二
地
域
居
住
の
推
進
に
活
用
し
た
い
と
考
え

る
。

阿部　久一
議員

ニュー石巻

YouTube

YouTube

YouTube
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一般質問

議会の動き 令和７年

後藤　兼位
議員

未
利
用
市
有
地
の
管
理
の
現
状
と
課
題

問　
未
利
用
市
有
地
の
売
却
方
法
を
改
め
、
民
間
不
動
産
業
者
を

活
用
し
て
売
却
の
効
果
を
高
め
る
べ
き
。

答　

維
持
管
理
が
財
政
負
担
と
な
る
現
状
を
踏
ま
え
、
民
間
不
動

産
業
者
の
活
用
を
含
め
た
新
た
な
売
却
手
法
を
検
討
す
る
。

問　
民
間
で
の
活
用
促
進
の
た
め
、
財
産
情
報
を
公
開
す
る
仕
組

み
、
い
わ
ゆ
る
財
産
カ
ル
テ
の
導
入
に
つ
い
て
、
透
明
性
確
保

の
方
針
を
伺
う
。

答　

財
産
カ
ル
テ
を
活
用
し
、
民
間
で
の
検
討
が
進
む
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
他
市
の
事
例
を
参
考
に
研
究
を
進
め
る
。

問　
未
利
用
市
有
地
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
民
間
不
動
産
会
社

や
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
角
的
な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
必

要
性
と
制
度
設
計
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

未
利
用
市
有
財
産
を
積
極
的
に
活
用
し
、
売
却
や
貸
し
付
け

を
通
じ
て
財
源
確
保
と
地
域
活
性
化
を
目
指
す
。
他
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
、
民
間
と
の
連
携
や
新
た
な
活
用
方
法
を
検
討

し
、
成
果
を
生
む
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

水
産
加
工
業
の
原
料
不
足

問　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
漁
獲
量
減
少
を
踏
ま
え
、
水
産
加
工
業

の
持
続
性
確
保
に
向
け
た
具
体
的
対
策
と
「
完
全
陸
上
養
殖
」

の
進
捗
・
効
果
は
。

答　

水
産
加
工
業
の
原
料
確
保
を
目
的
と
し
、
漁
船
へ
の
奨
励
や

新
規
誘
致
を
実
施
す
る
。
完
全
陸
上
養
殖
で
は
、
県
水
産
高
校

お
よ
び
一
般
社
団
法
人
お
し
か
の
学
校
と
の
サ
バ
の
陸
上
養
殖

に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
普
及
促
進
に
努
め
て

い
る
。
効
果
は
環
境
制
御
に
よ
り
、
原
魚
供
給
不
足
の
解
消
、

品
質
安
定
化
、
病
気
抑
制
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

石巻颯
はやて

の会

表紙から

　６月10日、第２回定例会開会前に、第
32回石巻市議会議場コンサートを開催し
ました。
　Showboysのギターにより、Showboys
のテーマ、ランナウェイなど４曲を演奏
していただき、ランナウェイでは議員も
手拍子で参加しました。
　次回の議場コンサートは議会報告会と
併せた開催を予定しており、20ページに
詳細を掲載しておりますので、ぜひお越
しください。

≪４月≫
14日　大阪府八尾市議会行政視察来石
23日　総務企画委員会
　　　環境教育委員会
　　　保健福祉委員会
　　　産業建設委員会
　　　総合防災対策特別委員会
　　　地域交通対策特別委員会
　　　少子化対策特別委員会
28日　当選議員説明会
≪５月≫
１日　無会派（佐藤雄一議員）研修会参加
　　　（〜２日）
７日　議会組織運営等説明会
９日　愛知県豊橋市議会行政視察来石
13日　石巻颯の会行政視察（～16日）
　　　無会派（佐藤雄一議員）研修会参加
　　　（〜14日）
14日　公明会行政視察（～16日）
　　　石川県議会行政視察来石

14日　栃木県さくら市議会行政視察来石
15日　宮城県議会行政視察来石
17日　無会派（佐藤雄一議員）研修会参加
19日　議会運営委員会
　　　無会派（佐藤雄一議員）研修会参加
　　　（〜20日）
20日　埼玉県所沢市議会行政視察来石
21日　�第２回臨時会本会議（開会、議席指

定、常任委員・特別委員選任、議
案審議等、閉会）

22日　富山県南砺市議会行政視察来石
26日　産業建設委員会意見交換会
28日　中央要望（～29日）
≪６月≫
６日　議会運営委員会
　　　広報広聴委員会
９日　総合防災対策特別委員会
10日　第32回議場コンサート
　　　�本会議（開会、所信表明、提案理由

説明等）

10日　全員協議会
11日　本会議（条例案、予算案等審議）
　　　総合防災対策特別委員会
　　　地域交通対策特別委員会
　　　少子化対策特別委員会
13日　総務企画委員会
　　　環境教育委員会
16日　保健福祉委員会
　　　産業建設委員会
17日　議会運営委員会
　　　議員定数等調査検討特別委員会
19日　本会議（一般質問）
20日　本会議（一般質問）
24日　本会議（一般質問）
25日　本会議（一般質問）
　　　議員定数等調査検討特別委員会
　　　広報広聴委員会
26日　�本会議（一般質問、委員長報告、追

加議案審議、閉会）
　　　議会改革推進会議

YouTube
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　５月20日、東京都内で全国市議会議長会第101回定期総会が開催され、次の方々が表彰されました。
そのため、６月10日の第２回定例会本会議において、表彰状および感謝状の伝達が行われました。
　受賞誠におめでとうございます。

全国市議会議長会第101回定期総会表彰

特別表彰（市議会議員在職25年以上）

感謝状（全国市議会議長会評議員）

後藤　兼位　議員

遠藤　宏昭　議員

安倍　太郎　議員

一般表彰（市議会議員在職15年以上）

山口　荘一郎　議員遠藤　宏昭　議員

安倍　太郎　議員
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そ
の
他
　
（
承
認
、
異
議
が
な
い
）

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
石
巻
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
石
巻
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
石
巻
市
市
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
石
巻
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
令
和
６
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
専
決
第
３
号
））

　
（
令
和
６
年
度
石
巻
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
専
決
第

１
号
））

・
議
員
派
遣
に
つ
い
て

人

事
　
（
同
意
）

・
監
査
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

→
大
塚
智
也
氏
、
清
水
俊
雄
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

・
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

→
梶
谷
美
智
子
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

※本人の希望により、一部表示または非表示としています。

・議席番号　12番

・常任委員会
　総務企画委員会

・特別委員会
　総合防災対策特別委員会

・会派　無会派

・住所　北村字天塩１－２

・生年月日　昭和54年９月１日

・議席番号　６番

・常任委員会
　環境教育委員会

・特別委員会
　地域交通対策特別委員会

・会派　無会派

・住所※　渡波

・生年月日※　－

新しい市議会議員をご紹介します

阿部　正春　議員 佐藤　雄一　議員

　
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
伴
い
、
補
欠
当
選
議

員
の
議
席
の
指
定
、
常
任
委
員
・
特
別
委
員
の
選

任
を
行
っ
た
ほ
か
、
左
記
の
議
案
を
審
議
し
承
認

等
を
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

令和７年
第２回臨時会

（令和７年５月21日開催）

■再審法改正を求める意見書の採択について（陳情）
（陳情者）仙台弁護士会　会長　千葉　晃平
■�診療報酬及び介護報酬の抜本的引上げ等による労働者の処遇改善と医療機関や介護施設の経営改善を
求める陳情書
（陳情者）宮城県社会保障推進協議会　会長　岩倉　政城
　　　　　宮城県民主医療機関連合会　会長　舩山　由有子
■加齢性難聴者の補聴器購入に対する補助制度創設等を求める陳情書
（陳情者）全日本年金者組合宮城県本部　執行委員長　芳賀　芳昭
� ※これらの陳情は、全議員へ参考回付しました。

第２回定例会に提出された陳情
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　５月28日、29日に本市の施策に関する中央要望活動を下記のとおり実施いたしました。
◆要望先
　文部科学省、内閣府（地方創生担当）、国土交通省、経済産業省、農林水産省、厚生労働省、財務省、
　外務省、総務省、環境省、復興庁
◆出席者
　齋藤正美　市長、遠藤宏昭　議長、西條正昭　副議長、
　山口荘一郎　総務企画委員長、早川俊弘　総務企画副委員長、千葉正幸　環境教育委員長、
　我妻久美子　環境教育副委員長、鈴木良広　保健福祉委員長、都甲マリ子　保健福祉副委員長、
　星雅俊　産業建設委員長、勝又和宣　産業建設副委員長

令和７年度　中央要望

要望先

要望事項

文
部
科
学
省

内
閣
府

（
地
方
創
生
）

国
土
交
通
省

経
済
産
業
省

農
林
水
産
省

厚
生
労
働
省

財
務
省

外
務
省

総
務
省

環
境
省

復
興
庁

１ 使用済み燃料再処理施設の早期整備 ○ ○
２ 緊急防災・減災事業債の期間延長と拡充 ○ ○
３ 人口減少対策の推進 ○ ○
４ 被災者支援総合交付金に代わる財政支援 ○ ○
５ テレビ共同受信施設に係る維持管理費等補助制度の創設 ○ ○
６ 容器包装と製品プラスチックの再商品化に係る自治体の
負担軽減 ○ ○

７ 国民健康保険の財政支援措置強化 ○ ○
８ 介護従事者の働く環境整備 ○ ○
９ 加齢性難聴者への補聴器購入費用助成制度の創設 ○ ○
10 介護報酬の算定に係る「中山間地域等に居住する者への
サービス提供体制加算」の見直し ○ ○

11 民生委員活動に対する財政的支援 ○ ○ ○
12 津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助金の更
なる延長 ○ ○ ○

13 二重ローンの返済時における柔軟な対応 ○ ○ ○
14 みちのく潮風トレイルの環境整備 ○ ○
15 ＡＬＰＳ処理水の海洋放出への対応 ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 漁港海岸保全施設の遠隔操作システムに係る維持管理経
費の財政支援 ○ ○ ○

17 水産業に従事する外国人労働者の宿舎等整備に対する補
助制度の創設 ○ ○ ○

18 国土強靭化と地方創生を推進する道路整備予算の確保、
石巻新庄道路の早期実現および国道１０８号石巻河南道
路の整備推進

○ ○

19 仙台塩釜港石巻港区の防災機能強化 ○ ○
20 国道３９８号石巻バイパス（沢田工区）の整備推進 ○ ○
21 雨水排水施設に係る維持管理経費の財政支援 ○ ○ ○ ○
22 公立病院の経営安定化のための財政支援 ○ ○
23 遠距離通学費の財政措置 ○ ○
24 学校給食費に係る無償化 ○ ○
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政務活動費使途基準
研 究 研 修 費　　研究会・研修会を開催するための経費や他団体の開催する研究会・研修会に参加する

ための経費
調　　査　　費　　先進地調査、または現地調査にかかる経費（食事代を除く）
資　　料　　費　　資料の作成および購入にかかる経費
広 報 広 聴 費　　調査研究活動や議会活動および市政について市民への広報にかかる経費、会派が市民

からの市政および会派の政策などに対する要望、意見を聞くための会議にかかる経費
人　　件　　費　　調査研究活動を補助する職員を雇用する経費
要請・陳情活動費　　会派要請・陳情活動を行うために必要な経費
会　　議　　費　　会派や団体などが開催する意見交換会や各種会議への会派としての参加に要する経費
そ の 他 経 費　　上記以外の経費で会派が行う調査研究活動に必要な経費

令和６年度政務活動費の支出状況

（注１）残金は市に返還済みです。また、不足額は議員の自己負担となっています。
（注２）議長は、申し合わせにより無会派となります。

会派名 ニュー石巻 石巻颯の会 日高見会 公明会 石巻あかつきの会 石巻市民クラブ 無会派
（齋藤澄子議員）

無会派
（遠藤宏昭議長）

人 数 7 7 4 3 3 2 1 1

交 付 額 2,970,000 2,520,000 1,440,000 1,080,000 810,000 540,000 360,000 270,000

研 究 研 修 費 112,040 2,520,993 40,000 10,000 15,959

調 査 費 2,630,289 159,764 974,882 934,209 555,269 417,980 175,330 74,650

資 料 費 92,226 32,395 37,895

広 報 広 聴 費

人 件 費

要望・陳情活動費 281,908 38,900

会 議 費

その他の経費 6,932 12,032 76,685 253,026 36,256 35,000 6,744

支 出 計 3,031,169 2,680,757 1,119,140 1,010,894 808,295 454,236 252,725 174,148

残 金 ▲61,169 ▲160,757 320,860 69,106 1,705 85,764 107,275 95,852

備 考

政務活動費とは
　議員の調査研究活動における必要な経費の一部として、
石巻市議会政務活動費交付条例に基づき交付されています。
交付の対象　会派（無会派を含む）
交付する額　１人につき、年額36万円（月額30,000円）
※領収書などの写しを市ホームページで公開しています。

政務活動費の支出状況 会派別政務活動費執行状況
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■第２回定例会ライブ中継の視聴回数　　２,３７５回　（令和７年６月10日～６月26日）
■ＹｏｕＴｕｂｅ録画中継の視聴回数　　6,530回　（令和７年４月～６月末）

議会の内容を知る

YouTube　石巻市議会チャンネル 会議録の検索・閲覧

本会議の模様はインターネット（YouTube）で
生中継やこれまでの録画配信をご覧になれます。

公式な記録である会議録は、市ホームページや
図書館、議会図書室でご覧になれます。

本会議・常任委員会を動画で配信しています
市議会ホームページから
　『市議会YouTube配信（ライブ中継・録画映像）』
� をぜひご視聴ください

本紙面の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問や委員会審査の映像をご覧いただくことができます。

次回（令和７年９月）定例会議（予定）
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
13：00
本会議
開会

提案理由説明

10：00
本会議
議案審議

7 8 9 10 11 12 13
10：00

総務企画委員会
10：00

環境教育委員会
10：00

保健福祉委員会
10：00

産業建設委員会
14 15 16 17 18 19 20

敬老の日 10：00
本会議
一般質問

10：00
本会議
一般質問

21 22 23 24 25 26 27
秋分の日 10：00

本会議
一般質問

10：00
本会議
一般質問

10：00
本会議
一般質問
追加議案審議
閉会

会議録YouTube

議会を傍聴してみませんか？
　本会議と委員会は、原則として市民の皆さんに広く公開しており、個人でも団体でも自由に傍聴することがで
きます。
　特に本会議は、市民の皆さんが選んだ議員全員によって構成され、皆さんの生活に直結した議案などを審議し、
議会の最終的意思を決める会議であり、議員の発言や市長の考え方などを直接見聞きすることができますので、
ぜひ傍聴にお越しください。
　本会議の一般席は44席、車いす使用者席の特別席は４席、委員会の一般席は10席で、先着順にご案内いたします。
※団体での傍聴を希望する場合は、事前に議会事務局までご連絡ください。

傍聴のしかた
受付場所 　本会議・委員会開催日の市役所６階にある議会事務局まで、お越しください。

※本会議の開会時間は原則として、開会日は午後１時、２日目以降は午前10時です。

受付方法 　議会事務局の受付で議会傍聴受付票に住所・氏名を記入していただき、議会傍聴証を受け取って
から、傍聴席に入場してください。
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ＤＡＴＡ 市総人口：131,007人【男：63,672人/女：67,335人/世帯数：62,510世帯（令和７年６月末日現在）】
発行／石巻市議会　　編集／広報広聴委員会　〒986−8501 宮城県石巻市穀町14番１号　☎0225−95−5080� 印刷／㈱鈴木印刷所
再生紙としてリサイクルできます。「ざつがみ」類に分別してください。

　第２回定例会では、４月の市長選挙において再選された齋藤市長の所信表明があったほか、補正予算、条例議案などが審議さ

れました。

　また、このたびは同日行われた市議会議員補欠選挙においてご当選された２議員も出席されて、約２年ぶりに30名体制での議

会の開催となりました。一方、議員定数については来年の改選時から２議席削減が第１回定例会で議決されております。

　人口減少の世相の中、限られた予算の中で地域の皆様方の声を市政に反映していくための活動に今後とも努めてまいります。

市民の皆様からのご意見もぜひ、お待ちしております。

� 広報広聴委員会　委員　都甲　マリ子

編 集 後 記

議会報告会2025

市役所６階　議場11月15日（土曜日）13：00〜

行ってみっちゃ議会
（Welcome to 議会）

議場コンサート

議事堂見学会

議会報告会（常任委員会活動内容の報告）

総務企画委員会、環境教育委員会
保健福祉委員会、産業建設委員会

・議場、正副議長室、委員会室を自由に
　見学していただけます。
※写真撮影も可能です。

出演者：恋の炎サクソフォンカルテット＆more
13：00〜13：30

13：40〜14：40

14：40〜15：00


